
 

議会活動に関する調査特別委員会設置の決議 

 

１ 設置の理由 

社会の多様化・複雑化に伴い、市民ニーズや地域課題への対応が一層求められる中、

地方議会には、行政監視機能に加え、政策形成機能及び市民への説明責任の強化が求め

られている。 

また、議会基本条例の理念に基づき、市民に開かれた議会運営、議会機能の活性化、

政策提言機能の充実等について、総合的な調査及び研究を進めるとともに、議会に対す

る市民の信頼確保に向け、議員一人ひとりの倫理観及び法令遵守意識の向上を図る必

要がある。 

特に、本市議会は会派制を採用しておらず、議員間討議や政策立案に関する意思形成

の仕組みについて、継続的かつ組織的な検討が求められている。 

多様化・複雑化する市民ニーズや地域課題に対し、一議員の視点や提案だけではな

く、議会全体として継続的かつ横断的に議論を行い、政策形成機能及び議会機能の充実

を図りながら、市民福祉の向上及び地域課題の解決に向けて取り組んでいくため、特別

委員会を設置するものである。 

 

２ 委員会の名称 

議会活動に関する調査特別委員会 

 

３ 設置の根拠 

地方自治法第１０９条及び糸島市議会委員会条例第６条 

 

４ 付託事項 

議会改革、議会機能強化、政策形成機能の充実、市民に開かれた議会運営及び議会活

動の活性化に関する調査・研究 

 

５ 委員の定数 

９名 

 

６ 設置期間 

付託事項の調査が終了するまで 

なお、本委員会は、付託事項調査のため、議会閉会中も必要と認めた場合には、随時

開催することができる。 

 

以上、決議します。 

 

 

令和８年６月１８日 

 

糸島市議会 


